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上
限
規
制
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発
注
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感
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二
〇
二
四
年
度
意
見
交
換
会
同
行
記

超
は
年
六
カ
月
ま
で
」を
は
じ
め
と
す
る

特
別
条
項
も
、約
四
分
の
一
の
現
場
が
ク

リ
ア
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

上
限
規
制
対
応
は
、単
に
休
日
を
増
や
す

だ
け
で
は
不
十
分
で
、日
常
的
な
時
間
外

労
働
を
減
ら
す
た
め
に
は
、残
業
発
生
要

因
の
約
八
割
を
占
め
る
工
事
関
係
書
類

の
削
減・簡
素
化
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
書
類
の
簡
素
化
は
、日
建
連
が
か
ね

て
か
ら
訴
え
続
け
て
き
た
テ
ー
マ
で
も

あ
り
、各
地
整
も
二
四
年
度
が
始
ま
る
前

に
、書
類
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
書
類
ス
リ

ム
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
・
改
定
を

相
次
い
で
行
っ
た
。九
州
地
整
は
、設
計

変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
書
類
省
力
化
ガ

イ
ド
な
ど
五
つ
の
基
準
類
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
た「
５
ル
ー
ル
」の
再
構
築
と
、

そ
の
適
正
運
用
に
役
立
つ「
勘
所
」を
策

定
。勘
所
に
は
発
注
者
の
責
務
と
し
て
、

予
定
価
格
や
工
期
の
適
正
な
設
定
、適
切

な
設
計
変
更
な
ど
、設
計
段
階
、施
工
段

階
、完
成
時
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な

行
動
を
わ
か
り
や
す
く
列
記
し
て
い
る
。

近
畿
地
整
は
、ス
リ
ム
化
ガ
イ
ド
の
周
知

状
況
や
現
場
で
の
運
用
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、管
内
で
契
約
中
の
全
受
注
者
を

対
象
に
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ウ
ェ
ブ
ア
ン

　
日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
）と

国
土
交
通
省
各
地
方
整
備
局
な
ど
の
共

催
に
よ
る
二
〇
二
四
年
度
の「
公
共
工
事

の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」は
、

五
月
十
三
日
の
関
東
地
区
を
皮
切
り
に

ス
タ
ー
ト
し
、六
月
十
七
日
の
中
部
地
区

で
全
日
程
を
終
え
た
。約
一
カ
月
余
り
の

間
に
、日
建
連
幹
部
ら
が
全
国
の
主
要
九

都
市
を
回
り
、都
道
府
県
・
政
令
市
や

独
立
行
政
法
人
、高
速
道
路
会
社
な
ど

を
含
む
公
共
発
注
機
関
と
議
論
を
重
ね

た
。二
四
年
度
は
、時
間
外
労
働
の
罰
則

付
き
上
限
規
制
が
適
用
開
始
さ
れ
て
初

め
て
の
会
合
で
、上
限
規
制
と
い
う
法
令

の
順
守
徹
底
に
向
け
た
取
組
み
が
最
大

の
焦
点
と
な
っ
た
。

　
日
建
連
は
、本
年
度
の
意
見
交
換
会

に
当
た
り
、「
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な

推
進
と
そ
の
重
要
性
の
発
信
」「
働
き
方

改
革
の
実
現
」「
担
い
手
確
保
に
向
け
た

新
４
Ｋ（
給
与
・
休
暇
・
希
望
・
か
っ
こ

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
表
明
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
三
社
が
、日
建
連
と
の
短
期
集
中
的
な

議
論
を
経
て
今
年
三
月
に
打
ち
出
し
た

「
働
き
方
改
革
と
工
事
円
滑
化
に
向
け

た
取
組
み
」が
ス
ポ
ッ
ト
を
浴
び
、工
事

目
的
物
の
施
工
完
了
後
、納
品
に
必
要
な

書
類
の
作
成
を
含
む
後
片
付
け
期
間
と

し
て
、六
〇
日
間
を
工
期
に
プ
ラ
ス
す
る

仕
組
み
な
ど
が
、会
合
に
出
席
し
た
各
発

注
機
関
に
広
く
紹
介
さ
れ
た
。

「
二
四
年
問
題
」で

新
た
な
課
題
に
備
え

　
今
回
は「
物
流
の
二
四
年
問
題
」も

テ
ー
マ
に
上
が
っ
た
。ト
ラ
ッ
ク
、ク
レ
ー

ン
、生
コ
ン
な
ど
関
連
業
界
の
働
き
方
改

革
に
伴
い
、建
設
現
場
の
コ
ス
ト
や
工
程

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、日
建
連

側
は「
ま
だ
見
ぬ
問
題
」を
含
め
て
、適

時
柔
軟
に
設
計
変
更
な
ど
で
対
応
す
る

よ
う
要
請
し
た
。

　
ま
た
、日
建
連
は
、上
限
規
制
順
守
に

向
け
た
自
主
的
な
防
衛
手
段
と
し
て
、既

に
会
員
各
社
が
、現
場
職
員
や
派
遣
社

員
の
増
員
、業
務
の
外
注
、生
産
性
向
上

い
い
）の
実
現
」と
い
う
三
つ
の
重
点
方

針
を
設
定
し
た
。こ
れ
ら
に
基
づ
き
、▽

働
き
方
改
革
の
推
進
▽
品
確
法
の
的
確

な
運
用
▽
生
産
性
向
上
▽
担
い
手
の
確

保
―
―
の
四
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、提
案
や

要
望
を
行
っ
た
。

　
日
建
連
の
押
味
至
一
副
会
長
・
土
木

本
部
長
は
、「
建
設
業
界
の
担
い
手
は
、

高
齢
者
の
離
職
に
伴
っ
て
、今
後
急
激
に

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。若

年
層
を
中
心
と
す
る
将
来
の
担
い
手
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。ま
た
、四
月

か
ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、働
き
方
改
革
と
生

産
性
向
上
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ

る
。こ
れ
ま
で
も
多
く
の
発
注
者
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
の
理
解
と
尽
力
に
よ

り
、週
休
二
日
の
実
施
、時
間
外
労
働
の

削
減
は
進
ん
で
き
た
が
、働
き
方
改
革
の

実
現
は
道
半
ば
で
あ
る
。受
発
注
者
双
方

が
危
機
意
識
を
共
有
し
て
、法
適
合
に
向

ツ
ー
ル
の
導
入
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
も
紹
介
。二
三
年
十
一
月
時
点
の
会
員

調
査
結
果
と
し
て
、請
負
額
比
で
平
均

一
・
六
％
の
対
策
費
が
投
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
伝
え
、こ
の
点
に
つ
い
て
も

柔
軟
な
対
応
を
取
る
よ
う
要
望
し
た
。

　
国
交
省
サ
イ
ド
は「
物
流
の
二
四
年
問

題
な
ど
に
よ
り
、我
々
が
想
像
し
て
い
な

い
よ
う
な
こ
と
も
今
後
起
こ
り
う
る
だ

ろ
う
。現
場
で
今
、何
が
起
き
て
い
る
の

か
、そ
の
都
度
早
め
に
情
報
を
提
供
し
て

ほ
し
い
」な
ど
と
応
じ
、受
発
注
者
間
の

迅
速
で
緊
密
な
連
携
を
求
め
た
。

　
意
見
交
換
会
の
さ
な
か
に
は
、第
三
次

担
い
手
３
法
が
成
立
し
た
。受
発
注
者
が

対
等
の
関
係
で
、よ
り
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
構
築
し
、持
続
可
能
な
建
設
業

を
実
現
す
る
こ
と
な
ど
が
今
回
の
法
改

正
の
狙
い
だ
。あ
る
地
区
で
目
指
す
姿
と

し
て
聞
か
れ
た「
良
い
発
注
者
」「
良
い

受
注
者
」を
そ
れ
ぞ
れ
が
自
問
し
、相
互

理
解
を
深
め
な
が
ら
、そ
の
解
を
追
求
し

続
け
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な
ろ
う
。

　
押
味
土
木
本
部
長
が
最
重
要
課
題
と

指
摘
す
る
よ
う
に
、持
続
可
能
な
業
界

は
、や
は
り
担
い
手
が
い
て
く
れ
て
こ

そ
。労
働
時
間
の
短
縮
や
休
日
の
増
加
、

け
た
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」と
呼
び
掛
け
た
。

一
部
地
整
で

先
駆
的
に
完
全
週
休
二
日

　
上
限
規
制
順
守
の
土
台
と
な
る
だ
け

で
な
く
、担
い
手
確
保
の
観
点
か
ら
も
欠

か
せ
な
い
週
休
二
日
は
、本
年
度
も
大
き

な
論
点
と
な
っ
た
。国
交
省
は
、週
休
二

日
の「
質
の
向
上
」に
向
け
た
二
四
年
度

の
全
省
方
針
と
し
て
、本
官
工
事
は
発
注

者
指
定
、分
任
官
工
事
は
受
注
者
希
望

に
よ
る
月
単
位
の
週
休
二
日
を
原
則
化

し
た
が
、意
見
交
換
会
で
は
、一
部
の
地

方
整
備
局
が
、こ
れ
よ
り
も
先
駆
的
な
取

組
み
を
実
施
す
る
と
表
明
し
た
。

　
北
陸
地
整
は
原
則
す
べ
て
の
工
事
を

発
注
者
指
定
に
よ
る
完
全
週
休
二
日（
土

日
閉
所
）と
し
、中
部
地
整
も
災
害
工
事

な
ど
を
除
く
す
べ
て
の
工
事
を
完
全
週

建
設
業
の
魅
力
発
信
な
ど
課
題
は
山
積

し
て
い
る
が
、本
音
が
飛
び
交
う
懇
親

会
の
場
な
ど
で
は
、労
務
単
価
を
も
っ

と
大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
の
声
を
多
数
拾
っ
た
。発
注
者
と
受

注
者（
元
請
け
）が
真
剣
に
議
論
を
重

ね
て
立
案
し
た
様
々
な
施
策
や
取
組
み

も
、ま
ず
は
建
設
現
場
の
最
前
線
を
担

う
技
能
者
が
い
て
こ
そ
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、全
地
区
で
の
取
材
活
動
に

多
大
な
ご
高
配
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
日
建
連
幹
部
を
は
じ
め
、本
部
・
支

部
、各
地
整
の
事
務
方
の
皆
さ
ま
に
、こ

の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

休
二
日
で
発
注
す
る
。四
国
地
整
は
発
注

者
指
定
を
基
本
に
、本
官
工
事
を
完
全

週
休
二
日
、分
任
官
工
事
を
月
単
位
の
週

休
二
日
と
す
る
ほ
か
、Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
象
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
な
ど
で
祝
日
閉
所
を
加
え

た「
発
注
者
指
定
完
全
週
休
二
日（
土
日

祝
）」を
行
う
。火
曜
か
ら
木
曜
の
祝
日

を
月
曜
ま
た
は
金
曜
に
振
替
え
可
能
と

し
、三
連
休
化
に
よ
る「
ゆ
と
り
あ
る
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
時
間
の
創
出
」に
も
取
り
組

む
。近
畿
地
整
は
予
定
価
格
三
億
円
以
上

の
工
事
で
、祝
日
も
現
場
閉
所
す
る「
土

日
閉
所
指
定
型
」を
試
行
す
る
。

書
類
簡
素
化
が「
一
丁
目
一
番
地
」

　
日
建
連
が
二
三
年
十
一
月
に
実
施
し

た
土
木
工
事
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、全
現
場
の
約
七
割
で
上
限

規
制
の
原
則
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
お
ら

ず
、特
に
難
関
と
さ
れ
る「
月
四
五
時
間
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